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抄録

本研究では．お野菜体操プログラムに取り組むことで，

児童は野菜に関する知識を習得し，彼らの食習恨に望ま

しい変化がみられるかを検討した．小学校中学年児童149

名を対象に，食習恨やお野菜に関する 5項目のアンケー

ト調査を実施した． これまで野菜に関心のなかった子や

野菜嫌いの子が．お野菜体操に取り組むことで野菜の名

前や働きを知識として習得し，繰り返しリズムに乗って

楽しく体を動かすことで．野菜を好きになり，積極的に

野菜を食べられるようになることを期待して取り組んだ．

これらの結果．以下の諸点が明らかになった．

1) 多くの児童にとってお野菜体操は節単で．楽しい巡

動であった．

2) お野菜体操に取り組んだ結果．野菜の名前や働きに

関する児童の知識． また朝食で野菜を食べる児童の

割合は有意に増加した．

3) 一方で．「師B.朝食を食べる」割合は増加せず．野

菜が好きという児童の割合も増加しなかった．

I.目的

食は人間が生きていく上での基本的な営みであり．健

康的な生活を送るためには健全な食生活が欠かせない．

しかしながら．近年ファストフード店やコンビニエンスス

トア等．私たちを取り巻く食の環境変化に伴い．脂肪と

塩分の摂取最が多くなる一方で． ビタミン， ミネラル，

食物繊維は不足し．栄養バランスの悪化が指摘されてい

る（足立・針谷． 2008; 1厚生労働省， 2015). また．子供

にはスナック菓子の過剰摂取や好き嫌い等の食生活の乱

れ．肥満傾向の増大，特に女子については痩身傾向の増

大といった健康問題がみられる（Benesse,2014; Contento 

et al., 1995;文部科学省． 2016;煤林水産省， 2016).加え

て今日では，増大しつつある生活習恨病と食生活の関係

も指摘されており．食に関する正しい知識の普及と望ま

しい食習恨を養うことは喫緊の検討課題になっている（文

部科学省， 2004）．特に，成長期の子供にとって心身の
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他康を育むと lnJ時に．将来の健康的な食習恨を形成する

上で，健全な食生活は欠かせない．子供の食習恨は生活

環境や周りの人々の影蓉を受けながら成長•発達ととも

に確立されることが指摘されており (Helenet al., 2010;外

山． 1990；高田． 2008;Theresa et al., 2001; Unusan, 2006; 

Vereecken et al., 2004). 特に家庭での食習恨や食環境が

密接に関わっているという (Bourdeaudhuij,1997; Jennifer 

et al., 2002;松本， 2009;松本・深澤， 2003）．実際に．

子供の食行動は親のモデリングの影響が大きく． 日頃

から食事の前に感謝の意を表現する家庭で育った子供

ゃ．食事のマナーをしつけられている児童は「食に対する

感謝の気持ち」が高いと言われている (Brownand Ogden, 

2004). 子供の頃に身に付いた食習恨を大人になって改

めることは非‘常に困難であるため (Skagegardet al., 2002; 

Wardle et al., 2003), 成長期の子供に対する食育は，社

会を生き抜くための基礎を培う上で大切なものとなる．

平成22年度 児童生徒の食事状況等調査報告書（日本

スポーツ振興センター， 2011)によると．朝食を必ず「毎

日食べる」と恒l答した割合は，小学校5年生で90.5%, 中

学校2年生で86.6％であり，児童生徒ともに約 10％が朝

食を食べないHがあるという． また，学校給食で嫌いなメ

ニューに関して．小学生男女ともに 1位． 2位が野菜類及

びサラダ， 3位が魚介類という結果が示され，児堂の野菜

嫌いの実態が確認された．児童の野菜嫌いは，野菜がも

つ苦味やにおい．独特の食感等，野菜に対して悪いイメー

ジがあり，食や自身の健康への関心が低いことも影響し

ているという（池田ほか， 2010;菅野ほか， 2016）． さらに，

眠い． めまいがする， イライラするといった不定愁訴を発

現する児童は朝食の摂取率が低い一方で夜食の摂取率

が高いこと， くわえて，朝・タ食時のたんぱく質性食品，

野菜特に緑黄色野菜の摂取率が低いという結果が報告

されている（北海道教育委員会． 2013；宮西， 2009).

小学校学習指導要領（文部科学省， 2008a)では．学校

において適切な食育を推進する必要があり， そのことが児

童の体力向上や将米の健康的な生活につながると明示さ

れている． そのため．給食指導では決められた時間内に

給食を完食すること（本図， 2007), 作ってくれた人や生
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産者に感謝していただくこと等が指迎されている（飯島，

2005). 実際給食を残さず全部食べる児童は残した児

童より．集中力が高く（東山・今村． 2010)，自己効力感

が高い（安部・赤松． 2012)という結果も報告されており．

児童の野菜嫌いは小学校の早い段階で家庭や学校におい

て克服する必要がある． このような課題意識から．安部・

赤松 (2011)は小学校 1年生を対象に．紙芝居を使って嫌

いな食べ物を克服させる介入実験を行った結果．「完食

できる子が増えた」．「嫌いな食べ物が食べられるように

なった」と報告している． また名村・奥田 (2009)と菅野・

村山 (2011)は．園児を対象に自分たちで野菜を栽培．収

穫調理し，みんなで食べるという“野菜を食べよう＂食

育実践プログラムに取り組んだ結果，園児の野菜嫌いの

割合が有意に低下し，園の生活でのイライラが少なくなっ

たと報告している． McAleeseand Rankin (2007)と野田・

大竹 (2003)も同様に，児童生徒を対象に学校菜園におい

て自分たちで野菜を栽培．収穫．食することで野菜の摂

取最が増加し．食べ物に対する「もったいない」意識の向

上につながったと報告している．

他方で「習恨は頭ではなく体で槌える（枡野． 2016;齋

藤． 2001）」と言われるように．体を動かすことを通した学

習の可能性が指摘されている．例えば，鳥山 (1987)は「わ

かる」ということを「からだ」の次元にひき寄せて． ひよこ

になってみたり鉛策になってみたりすることで子供たちの

「想像力」や「無意識の世界」を表現する授業を報告してい

る． また．小学校理科の実践において．流れる水を体で

表現することで学習への関心を高め．水のはたらきを理解

しやすくなる効果があること（柳原ほか． 2009)が報告され

ている．佐伯 (1978)は「そもそも私たちがものごとを理解

する際自ずと何かに「なって」みたり「なったつもり」に

なったりしながら「擬人的』に深く理解することができてい

るのではないか」と指摘している．実際に．幼児・児童に

対する食育推進を目的とした楽しい「食育ダンス」を開発

し， ダンスを通して食意識や食行動の改善につなげよう

とした研究がみられる． その結果．食育ダンスが簡単で

わかりやすく体を使いながら栄養バランスの大切さを学べ

ること等．食に対する興味付けに効果があることが報告

されている（会津若松市役所健康増進課， 2014;野間ほか．

2010）． しかしながら．保護者に対するアンケート調査の

結果からは．実際に幼児・児童の食意識や食行動の改善

につながったかどうかまでの報告はみられず．体を動かす

ことを通した学習の効果は検証されていない．

そこで．本研究では中学年児童を対象に．野菜への関

心を高め野菜の大切さに気づかせるようなお野菜体操を

創作し，一定期間それに取り組ませることで以前より野

菜が好きになり食べられるようになるかを検証することに

した．野菜をテーマにした曲に合わせて楽しく体を動かす
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ことで．児童は野菜に対するイメージを向上させ．彼らの

食生活の改善につなげることができるのではないかと考え

た．なお．本研究の対象を中学年児童とした理由は．以

下の3点である． 1つは．中学年から始まる体育科保健領

域（文部科学省． 2008b)において餌Hの規則正しい生活

と他やかな体の成長•発達のために調和のとれた食事が

璽要であることを学んでほしいからである． 2つ目は．高

学年になると保健に加えて家庭科（文部科学省． 2008c)

においても食の役割や栄養に関する学習も行われるため．

その部備段階として自分の食生活を振り返り．好き嫌い

はないか．なぜ野菜の摂取が必要かを考えてもらいたかっ

たからである． 3つHは．エリクソン (1973)の発達理論に

よれば． 8-9歳頃は．染団意識が芽生え社会に役立つ知

的技能を育む機会が増えて勤勉性が増してくる．楽しく

体を動かしながら知的学習を促す方法は中学年児童の認

知発達上．効果的な教授法であると判断したからである．

II.方法

1.対象と実施期間

対象は． N区立k小学校3年生全4クラス計149名（男

子63名，女子86名）の児童とその保護者であった．実施

期間は， 2015年10月22日から 11月27日までの約 1ヶ月

間であった．

2.実施計画

研究の実施計画は．次のとおりであった．

l) 大学の研究室において楽血の選定と振り付けの創作

を行った．高校の部活動でダンス経験があり．大学

でスポーツ科学を学ぶ4年生女子学生（以下「女子学

生」と略す） 1名と．体育科教育学が専門で長年小学

校体育授業を対象とした授業研究を行い複数の研究

論文をまとめている大学教師 l名（著者）の2名で選

定・創作した．

2) 著者と女子学生の2名がK小学校に訪問し．学校

長．教頭． 3年生4クラスの担任教師4名に対しては

直接口頭にて． また全児童の保護者に対しては担任

教師を通じて文書にて．①本研究の目的・内容．②

知り得たすべての情報は．研究の目的以外には使用

しないこと等を十分に説明した上で同意を得たitl).

3) 最初のオリエンテーションの授業は4クラス合同で行

い．女子学生が指浮した． 3年生全児童にお野菜体

操の意義と振り付けの指導． さらにバワーボイントの

スライド資料を使った野菜の煎要性に関する指導を

行った．授業の終わりに全児童を対象に．児童の食

習Ittと野菜に対する意識の実態を明らかにするため

アンケート調査を行った．
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4) 2回目以降の授業はクラス毎に行い．各クラスの週3

回の体育授業内で実施する最初の5分程度の禅備運

動の時間にお野菜体操を実施した．すべての児童が

確実に振りを鎚えられるように．各クラス 3回目まで

は最初の5分間だけ女子学生が授業に入り振りの指

羽を行った． 4回目以降は．週 1回は女子学生が指

導に入ったが． それ以外は担任教師に楽血のCDを

渡してお野菜体操に取り組んでもらった．女子学生

がお野菜体操を直接指導した回数は各クラス 6回か

ら7回であった．なお．学校行事の関係でクラスごと

に体育の授業回数が若干異なったため．お野菜体操

の実施回数は各クラス 13回から 15回と多少ばらつき

がみられた．

5) 最後のまとめの授業は4クラス合同で行い．女子学

生が指導した．クイズ形式で授業を展開し．野菜の

頂要性について再確認し，全児童でお野菜体操に取

り組んだ また授業の終わりに．最初のオリエンテー

ションで実施した調介と同様の．児童の食習恨と野

菜への意識に関するアンケート調在を行った．

3. 実施内容及び実施方法

l)楽曲の選定と振り付けの創作

楽Illlは，米国の動画共布サービス YouTubeにある複数

の候補の中から．大阪府健康医療部保健医療室健康づく

り課（2012)が府民の健康づくり事業の一環として， また

子供たちの野菜摂取促進を目的として作成した食育推進

イメージソング「野菜バリバリ元気っ子」を選定した． そ

の理由は．①野菜の名前や働きが豊貨に歌詞に入ってい

る．②適度なテンポで振り付けしやすくリズムがとりやす

い．③耳に残り．歌詞が虻えやすい等．本研究の目的で

ある「野菜に対するイメージアップ」につながる要素が含ま

れていたからである．

表 1は．楽曲の歌詞にあてた振り（動作）とそのイメー

ジ． さらにはその運動効果について示したものである．本

体操は．楽鼎に合わせて体を動かし心拍数を上げ．柔軟

性を高めることをねらいとした準備運動であり．「お野菜

体操」と命名した．振りの一つひとつはそれぞれの野菜の

イメージや働きを慈識できるように作成されている．たと

えば． l.の振りは．頭上で両手を合わせて膝を曲げ伸ば

しながら上体を左右交互に倒す． この動作は．土の中か

ら野菜の芽がllIて上へ上へと大きく育つイメージを表現

し ここでは背筋と体側を伸ばす．下半身のトレーニン

グ効果をねらった このほか．野菜をモリモリ食べて元気

になるイメージや．殷かに育った野菜の形を真似てポー

ズする振り等を意識させ，全身や体の各部位を鼎げる．

伸ばす． まわす．ひねる等の多様な動きを取り入れた．

お野菜体操の意義とは，運動の得手不得手に関係なく．

すべての児童が（a)野菜の名前及び野菜の働きを理解し．

(b)体の各部位を伸ばし． トレーニングの効果を意識し

て． （c）楽しく体操できる点にある． また．小学校中学年

を対象に短期間で実施するということで，早く振りを批

えて楽しんでもらえるように．できるだけ節単な動きの組

み合わせにしたil:2).

2)お野菜体操の振り付けの指祁

「野菜バリバリ元気っこ」の 1番から 3番までを CDプ

レーヤー（型番JVCRD-M8)を使って鼎をかけ体操に取

表1 準備運動としてのお野菜体操の振り，イメージ，さらには運動効果

振り（動作） イメージ 運動効果

1 
頭上で両手を合わせて膝を曲げ伸ばしな 野菜の芽がlliてぐんぐんと大きく育 背筋と体側を伸ばす，下半身のト
がら上体を左右交互に倒す つイメージ レーニング

両腕を伸ばして大きくまわす述動．指先
兵ん丸に大きく育った野菜0)イメー 肘関節の可動域を広げる．肩こりを

2 まで伸ばし．最後は頭の上で両腕を使っ ン、•, 和らげる
て野菜の形を作る

3 
腕振り足踏みで． その場 1回転する．両 上腕及び下半身（お尻と太腿）のト
腕と両足の曲げ伸ばし巡動

野菜の豊かな実りに感謝し． それら
レーニング

両腕を広げ．胸を反らす．片足（脚）を
を大事に収穫するイメージ

アキレス腱を中心に．脚の衷側から
4 

伸ばし．斜め後方に引く 背筋まで伸ばす

5 
体の前方で両腕を伸ばし．上下に手を合 いろんな野菜をモリモリ食べるイ 肩関節の可動域を広げる．府周り
わせる メージ の筋カトレーニング

6 腕と脚をllllげ伸ばす巡動
お通じが良くなり．お腹スッキリに 腕と脚を刺激して．全身の血行の
なるイメージ 促進

7 
両腕を前に突き出し，片脚をtlhげて前へ 野菜をたくさん食べて元気バリバリ 背筋を伸ばす．下半身のトレーニン
一歩踏み出し脚の前後1制J脚（ランジ） 運動するイメージ グ

-23 -



東Jii体育学研究 Vol. 9 

り組ませた．批えるのが難しい振りについては． その部分

を取り出して反復して練習させた．恥ずかしがって動きが

小さくなる児童や消極的な児童には積極的に声をかけた

り励ましたりして．楽しく参加できるような雰囲気づくり

を心がけた．歌の指導に関しては．児童の知っている野菜

の種類及び働きの調査結果に影響すると判断したため一

切介入・指導しなかったそのため，歌いながら体操に取

り組む児童．ただ黙って取り組む児童等様々であった．

3)野菜の重要性に関する指祁内容

野菜の璽要性に関する指祁とは．普段児童が日にす

る野菜の種類やそれぞれの野菜の働きについてスライドを

使った講義であった．野菜の種類とは．お野菜体操の楽

曲に出てくる全24種類の野菜であったこれらの野菜は．

総務省統計局 (2016)の家計調査「生鮮野菜」年間購人ラ

ンキングに示された計23種頬の野菜のうち 17種類が対応

していた．野菜の働きについては，楽lllIの歌詞のI:lIに4種

類しか出てこないため，農畜産業振興機構（2017)が作成

した「野菜プック食育のために」 CHAPTER2, 野菜が有

する 19種類の栄必索及び機能性成分の中で紹介された．

わかりやすい野菜の働きを抜粋して示した．

4)児童に対する自身の食習恨と野菜に関するアンケート

調査

質問項目は．「朝食の摂取状況」．「朝食における野菜

の摂取状況」．「野菜の好き嫌い」．「野菜の種類に関す

る知識（複数選択）」．「野菜の働きに関する知識（複数選

択）」の計5項 Hであった． これらの質llり項目は． H本ス

ポーツ振興センター (2011)が全国の小学生に行った食

事状況等調査報告書．カゴメ株式会社が全国の低学年

児童の保護者に行った子供の朝食に関する調査報告書

(2011a)及び子供の野菜の好き嫌いに関する調介報告書

(2011b)という 3つの調査でHlいられた質問項Hの中から

必要な項目を一部抜枠して作成した．「野菜の種類に関

する知識」とは．普段スーバーで目にしたり食卓でl―Iにし

たりすることの多い一般的な野菜で．お野菜体操の楽曲

に出てくる 24種類の野菜名を取りあげて示し また「野

菜の働きに関する知識」とは．「かぜをfiまうする」「うんち

がよくでる」「血をつくる」「がんをばうしする」「おはだがす

べすべになる」等． 14種類の主な野菜の働きを取りあげて

示し それぞれ知っているすべての項「lについてVを付け

させ．男女別に度数分布を示した．

なお．本研究で対象とした K小学校の中学年児貨の食

習恨及び野菜に対する意識を相対的に評価するために．

先述した 3つの調査報告消の結果を一部抜粋して比較考

察したたとえば「朝食の摂取状況 (1加悧．朝食を食べる

か）」に対しては．「毎H食べる (4点）」．「だいたい1i:LI食

べる (3点）」．「ときどき食べる (2点）」．「食べなt、 (1点）」

といった4件法で回答させ．得点化した．質問項l」によっ

ては3件法または5件法を採用した．アンケート調査は，

授業の中で調査用紙を配付し．その場で回答させた後．

回収した．

5)お野菜体操に対する児童の受けとめ方に関するアンケー

ト調査

中学年児童にとってお野菜体操が技術的に適切な難易

度でみんなが楽しめる体操であったかを評価するために．

お野菜体操の「難易9虻」と「楽しさ」に関するアンケート調

査を実施した．

6)児童の保護者に対する野菜に関するアンケート調査

児童の回答結果を確認するため．児童へのアンケート

調査に加え．全児童の保護者 (N=l49)に対しても同様の

アンケート調査を実施した．具体的には．お野菜体操に

取り組み後保設者に対してお子さんの野菜への食意識

について．「野菜を食べる意識（取り組む前と比べて野菜

を食べるようになったか）」及び「野菜への関心度（取り組

む前と比べて家庭で児童と野菜の話をするようになった

か）」を調介した．回答は．いずれも「とてもそう思う」「そ

う思う」「あまりそう思わない」「そう思わない」の4件法で

lUl答を求めた．

4.統計解析の方法

お野菜体操の取り組み前後において． また児童の性に

よって児童の食習慨野菜に関する知識及び意識に違い

がみられたかを確認するために取り組み（取り組み前・

取り組み後）と性（男子・女子）を要因とする 2要因の分

散分析を行った また．男女l川の差0)検定については，

一部カイ 2乗検定を実施した．なお，統計的有意水準は．

p<.05. p<.01及びp<.001としたなお．人数の偏りを比

較する際に必要とされる期待値を満たしていないケースも

あったが期待度数5未満のセルが全体の20％以内であっ

たため分析を行った (III中・山際 1992). なお．統計解

析の手続きはIBMSPSS Statistics 20を川いた．

Ill.結果

1. お野菜体操に対する児童の受けとめ方

-24-

図1は．お野菜体操に取り組んだ後．児窟に対してお

野菜体操0)難易艇について調査した結果を示したもので

ある． その結果．全体で 36.8%(53名）が「易しかった」．

32.6% (47名）が「少し易しかった」と回答し．合わせて

約7割の児童が易しかったと回答した．男女で比較した

結果．「少し難しかった」という lnl答を含めて 34.4%(21 

名）の男・-fが難しかったと桓I答した．カイニ乗検定の結

果，男女の項H間の人数割合に有、意な差が示され (X2(3)

=12.39; p<.01),難しかったと回答した割合は女子に比べ

て男子の方が多かった．



全体 36.8%(53) 

男子 42.6%(26) 

女子 32.5%(27) 

0% 20% 40o/, 

32.6%(47) 

食脊体採が中学年児代の食意識及び食行動に及ばす影押

2.お野菜体操の取り組み前後でみた児童の野菜に関する

知識

23．四（14> I 21.3%(13) 

39.8%(33) 

“ 80% 100% 

口易しかった 口少し易しかった 口少し難しかった lillllしかった

注） Nー144 割合（人数） 未回答5名

表2は．お野菜体操の取り組み前後でみた児窟が知っ

ている野菜の種類について． ま た 表3は児窟が知って

いる野菜の働き （の種類）についてそれぞれ男女別にぷし

たものである．表2から．取り組み前に知 ってl‘ る野菜

の種類に関して．男子は 0-6種類の階級が41.3%(26名）

と蚊も多く ．次いで 7-12種類が38.1% (24名）．平均数

は 8.46種類であっ た 一方． 女f•は 7- 1 2種類の階級が

45.3% (39名）とi1とも多く．次いで 13-18種類が27.9%(24 

名）．‘Iと均数はJ0.21種類であった それが．取り組み後

に男子は 7-12種類の階級が38.1% (24名）と最も多くな

り． 平均数は ］0.60種類となったさらに女子は 13-18

種類が38.4%(33名）と 最も多くなり．平均数は 12.30種

類となった．

図1 お野菜体操の難易度（取り組み後）

図2はお野菜体操の楽しさについて調究した結果を

示したものである ． その結果．全体で 63.2% (9]名）が「 と

ても楽しかった」．34.0% (49名）が「楽しかった」と 1111答

し合わせて95.0％以上が楽しかったと回答 したカイ

二釆検定の結果．男女の項HI81の人数割合に有窓な差は

みられず (X2(3)=2.0l;11.s).男女問わずほばすべての児窟

にとって楽しめる内容であったことがホされた．

また．表3から収り組み前に知っている野菜の働きに

関して．男子は4-6種類の階級が34.9% (22名）とi位も多

＜．次いで 0-3種類が31.7%(20名）．平均数は 5.40種類

であった 一方．女子も同様に4-6種類の階級が44.2%

(38名）と最も多く ．次いで 7-10種類と 0-3種類が同率

で24.4%(21名）．平均数は 5.60種類であったそ れが

取り組み後に男子は 7-10種類の階級が42.9%(27名） と

最も多くなり ．、ド均数は 7.78種類となった さらに．女

子もまた同様に 7-JO種類が39.5%(34名）と 最も多くな

り．半均数は 8.37種類となったアンケート調査川紙に

例示した選択肢の数は述ったが．男女ともに知っている

野菜の種類に比 し て 知っている野菜の働きの種類は少

なかった

全体 I 63 2%(91) 34.0%(49) 2.1%(: 
0.7) 

男子 59、0%(26) 39.3%(24) 1.7" 

女子 66.3%(55) 30.1%(25) 2.4~晶

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

ロとても楽しかった 口楽しかった 口楽しくなかった 口全く楽しくなかった

注） Nー144 割合（人数） 未回笞5名

図2 お野菜体操の楽 しさ（取り組み後）

表2 お野菜体操の取り組み前後でみた児童が知っている野菜の種類

¥ 取り組み前 取り組み後

男子 女子 全体 男子 女子

19-24種類 1.6% (1) 2.3% (2) 2 0% (3) 4.8% (3) 10.5% (9) 

13-18種類 19.0% (12) 27 9% (24) 24.2% (36) 33.3% (21) 38.4% (33) 

7-12種類 38.1% (24) 45.3% (39) 42.3% (63) 38.1% (24) 36.0% (31) 

0-6種類 41.3% (26) 24.4% (21) 31.5% (47) 23.8% (15) 15.1% (13) 

計 100% (63) 100% (86) 100% (149) 100% (63) 100% (86) 

注）最大24橿類割合（人数）

表3 お野菜体操の取り組み前後でみた児童が知っている野菜の働き

＼ 
取り組み前 取リ組み後

男子 女子 全体 男子 女子

11-14種類 9.5% (6) 7.0% (6) 81% (12) 22.2% (14) 27.9% (24) 

7-10種類 23.8% (15) 24.4% (21) 24.2% (36) 42.9% (27) 39.5% (34) 

4-6種類 34 9% (22) 44.2% (38) 40.3% (60) 23.8% (15) 29.1% (25) 

0-3種類 31.7% (20) 24.4% (21) 27 5% (41) 11.1% (7) 3.5% (3) 

計 100% (63) 100% (86) 100% (149) 100% (63) 100% (86) 

注）最大14橿穎割合（人数）
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全体

8.1% (12) 

36.2% (54) 

36.9% (55) 

18.8% (28) 

100% (149) 

全体

25.5% (38) 

40.9% (61) 

26.8% (40) 

6.7% (10) 

100% (149) 
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表4ば児窟が知っている野菜の種類と働きの性差及

び取り組み前後の得点沿について下位）＜／支ごとに2要

囚の分散分析を行った結果を示したも のである． まず，

知 っている野菜の種類及び知っている野菜の働きについ

ては． いずれのド位尺l文においても交互作）廿が，認められ

なかった次に， 1こ効果の検定を行ったところ，「知 っ

ている野菜の種類」(F(I, 147) = 44.55, p<.001).「知って

いる野菜の働き」 (F(I, 147) = 76.33, p<.001). において取

り組みのイf慈なヒ効果が，認められた． Lヽ ずれの下位尺炭

においても，取り組み1i1iと比較して取り糾み後の紺点が

介意に高く(p<.001). お野菜体採の取り糾み前後にお

し、て児常の知っている野菜の種類及び野菜の働きの得、1•[i、

はいずれも蒻まった． さらに．「知っている野菜の種類」

(F(l,147) = 5.54, p<.05)については性差がみられ，知って

いる野菜の種類は男子に比べて女（•の方が多かっ た．

3.お野菜体操の取り組み前後でみた児菫の食習佃及び

野菜に対する意識

図3は，お野菜体操の取り組み前後でみた児哨の朝食

の摂llil.状況を男女別にぷしたものである． その結果．J収

り組み前に 「術II食べる 」と回答した割合は男チが88.9%

(56名）．女子が86.0% (74名）．「だいたい1l).:LI錠べる 」と

1111答した割合は男子が7.9% (5名）．女子が8.1% (7名）

と．男女ともに約95％の児滋がほば1JJ:11朝食を食べてい

たまた．収り糾み後に 「1り：H食べる 」と 1111答した1{ll合は

男 r・が90.5%(57名）．女子が86.0%(74名）．「た丸、fぶ‘

11f 11 食べる 」 と l，料1 |答した1ill合は男f•が7.9% (5 名 ） ． 女—f

が 10.5%(9名）であった．

図4ばお野菜体操の収り組み前後でみた朝食におけ

る野菜の摂収状況を男女別に示したものである ． その結

果．取 り糾み前に「11f17食べる」と回答した割合は男子

が 14.3% (9名）．女チが22.1% (19名）．「た丸、たし、俯n
食べる 」と同答した割合は男子が 19.0% (12名）．女fが

20.9% (18名）と．ほぼ1ij:11朝食で野菜を食べる児常の割

合は男子が33.3%.女子が43.0% と半分に満たなかった

また．取り糾み後に「鉗17食べる」 「だいたい1If:LI食べる 」

と1111答した乳ll合は．男子が46.1% (29名）．女子が51.2%

(44名）となった

図5は． お野菜体採の取り組み前後でみた児窟の野

菜に対する好き鎌いの割合を男女別に示したものであ

る． その結果．収り組み前に野菜が「大好き」と 1111答し

た 1|ll 合は男—fが28.6% (18名）． 女子が32.6%(28名）．

「好き 」と1111答した割合は男fが22.2%(14名）．女子が

27.9% (24名）と． それぞれ合わせて男子は 50.8%.女子

は60.5％の児窟は野菜が好きと阿答したまた．取り組

み後に野菜が「大好き」「好き」と 1111答した1fll合は男子が

61.4 % (38 名 ） ．女f•が65.1 % (56名）であった

表 4 児童が知っている野菜の種類と働きの性差及び取り組み前後の得点差

(1)取リ組み前 (2)取り組み後

男子 女子 男子 女子
F値

(N=63) (N=86) (N=63) (N=86) 取り 交互

M SD M SD M SD M SD 組み
性別

作用

知っている
8.46 4.94 10.21 4.55 10 60 5 05 12.30 4.77 44 55*** 5 54* 01 野菜の種類

知っている
5.40 3.44 5 60 3.07 7.78 3.60 8.37 3.10 76 33*** 077 43 野菜の働き

• P<.05 •*• P< 001 

I 
88.9%(56) I魯

： 
90 5%(57) 嗜1i 』

86.0%(74) l需闘 I

： 
86.0%(74) 11~緊信＇

男子
取組前

男子
取組後

女子

取組前

女子

取組後
トー

四

取男ふI14.3%(9> I 19.0%<12> 44.4%(28) 22.2%(1.f) 

渇 49.2%(31) 
ci

 

％
）
 

6
 

男子
取組後|175%(11)| 286%(18) 

女子 | 
取組前 22.1%(19) 20.9%(18) 

女子 1 27 9%(24) 23.3%(20) 
取組後

＇ 0% 20% 40% 

39.5%(34) 17.4%(15) 

39.5%(34) 

砥

忠
20% 40% 60% 80% 100% 60% 100% 

口毎日食べる 口だいたい釘日食ぺる 口ときどき食べる口食ぺない

注）割合（人数） ；男子 N•63. 女子 N•86. II Nー149

0毎日食べる 口だいたい毎日食べる 口ときどき食ぺる 1iJ食ぺない

注）割合（人は） ：男子 N•63, 女子 N•86, 計 N•149

図3 朝食の摂取状況 図4 朝食における野菜の摂取状況
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男子 | 
取組前

28 6%(18) 22．四（14) l 38.1%(24) 

男子 | 
取組後

32.8%(21) 28.6%(17) 33.3%(21) 

女子 | 
取組前

32.6%(28) 27.9%(24) 33.7％（お）

女子
27.9'/,(24) 37.2%(32) 

. 2且．，取組後I ， 
＇ ヽ ， 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

□大好き □好き 口どちらともいえない 口嫌い □大l1い

注）割合（人数） ：男子 N•63. 女子 N•86, It Nー149

図5 野菜に対する好き嫌い

表5は．児砲の食習札＇tと野菜に対する紅識の性苑及び

収り組み前後の得点入全につし、て． ド位尺1文ごとに2災囚

の分散分析を行った結呆を示したものである ． まず．＇：リ l
食の摂収1如．i.,：及び朝位における野菜の摂JfY..1如．’iについて
は．いずれの ド位尺疫においても交 If．作川が認められな

かった一方で野菜に対する紅識符、点において交互作川

が認められた次に． i吹外J果の検定を行ったところ．「1圧

II. 朝食を摂る」 (F(I, 147) = 1.26, 71.S) を除き ．「1がII.

朝食で野菜を食べる」(F(I, 147) = 53.31, p<.001).「野菜

が好き 」(F(l,147)=4.83,p<.05)において収り組みのイi意

なi'.．効果が認められた しかし．「野菜が好き 」にみられ

るt効果はイT．なな交li．作用に限定された．具体的には．

取り組み前の男—fと取り組み後の男＋にイT．な差が認め

られ (F(I,147)=4.IO,p<.05).取り組み後の男子の得点、

がイI．？誼に高かった．「11f11.朝我で野菜を食べる」におい

て．取り組み 1lfiよりも取り組み後の得点が有烈（こ 1',.:j< 
(p<.001).お野菜体採の取り組み前後において1り：1―I.朝

食で野菜を食べる児巫の割合が増）JIIした．

4.保護者に対する児童の食習佃及び野菜への意識に関

するアンケート調査

お野菜体採に収り糾み後．令児窟の保護者 (N=l49)

に対して．児窟の宜習恨及び野菜への慈識に関してアン

ケート調布を実施したその結果．家庭における児政の

「野菜を食べる滋識」については69.8%(104名）の保護者

が また家庭における児箪の 「野菜への関心朕」について

は68.5%(102名）の保設者が「とても砧ま った」「泊jまっ

た」と回答した．

IV.考察

1. お野菜体操に対する児重の受けとめ方

蚊初の授業で配付した府科の中にお野菜体操で1史）1．jす

るlll1名． URLに関する 情報を掲載していたため一）ピ内lj合

の児窟が家でお野菜体操を復判しており・ 2回LI以降の

授業では多 くの児l‘iりがほば正確な振りができていた ま

た．｝邸’iに対して女(•学生が梢極的に戸fをかけて指祁を

行 った結果．クラス1iりで児煎の振り の習得状況．取り組

み姿勢にほとんど差はみられず．いずれのクラスの児 憧も

男女ともに楽しく梢極的にお野菜体操に取り組んでいた．

また．課題の難易）文に関してチクセントミハイ (1996)は．

結果や報酬を超えた心的状態．栢極的な活動を「フロー」

と呼び． その梢成災索の一つが「能力の水準と難易）文と

のバランス」であると指摘している．体行授業で取り扱う

ことを踏まえると．活動が易しすぎず難しすぎないレベル

の述動という点でみれば．今IIIl．実践したお野菜体操に

関して全体の約 7割の児窺が易しいと 感じるレベルは概ね

適切な難易炭であっ たと考えられる ． 他方で． 女(•に比

べて男 —fが難しかっ たと回答した割合が高かったことか

ら．楽IIIlに合わせて振りを行う運動は．より女チに適し

た述動だと考えられる．

表5 児童の食習伯と野菜に対する意識の性差及び取り組み前後の得点差

(1)取り 組み前 (2)取り組み後
F値

男子 女子 男子 女子

(N=63) (N=86) (N=63) (N=86) 取り
性別

交互

M SD M SD M SD M SD 組み 作用

毎日．
3.86 0.43 3.79 0.58 3.89 0.36 3.83 0 47 1.26 0.79 .00 

朝食を摂る

毎日，朝食で
2.25 0 97 2 48 1.03 2.59 0.84 2.70 0.98 53 31 *** 1.15 2.19 

野菜を食ぺる

野菜が好き 3.63 1.11 3.87 0.94 3.92 0.94 3 88 0 89 4.83 * 0.48 4.10 * 

*p<.05 ***p< 001 
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2. お野菜体操に取り組む前の児童の食習慣及び野菜に

対する意識

お野菜体操に取り糾む前の児童は．男女ともに約95%

の児童がほぼ侮日朝食を食べていた． 日本スポーツ振興

センターの全国調査 (2011)によると．朝食を「師H食べ

る」児童の割合は90.5%(4917名），「だいたい飾 l]食べ

る」が7.0%(380名）と． 97.0％以上がほぼ毎日朝食を食

べており．全国平均と lnJ様の結果が示された．

また，お野菜体操に取り組む•llij．朝食における野菜の

摂取状況について K小学校の児童は「ときどき食べる」と

いう回答を含めて 8割以上の児童が朝食で野菜を食べて

いた．カゴメ株式会社の全国調査報告書（2011a)によると

朝食で副菜（野菜）をfhす母親の割合は 31.2％であり， こ

のうち児童が全部食べると回答した割合は 74.9%と，朝

食で野菜を食べる児童は少ないことが明らかであった．

このことから，対象とした K小学校の児童は朝食で野菜

を食べる割合が高く，児童の保護者は子供の栄没バラン

スを考えて積極的に朝食に野菜を提供していることが推

察された．

さらにお野菜体操に取り組む前．野菜の好き嫌い

について，男子は約50%, 女子は約60％の児窟は野菜

が好きと回答した．カゴメ株式会社の全国調査報告書

(2011 b)によると「以前は好き嫌いがあったが今はない」と

いう回答も含めて野菜の好き嫌いがないと回答した割合

は64.5％であった．’ittL1内容が異なるため同列に比較で

きないが． K小学校児童の野菜の好き嫌いの割合は全国

平均値とほぼ変わらないと推察された．

くわえて．お野菜体操に取り組む前．知っている野菜

の種類に関して男女liりで有意差がみられ．男子に比べ女

子は知っている野菜の種類が多かった．内閣府の調査

(2009, 2016)によると，「夫は外で働き，炭は家庭を守る

べきである」という考え方に「代成」と答える 20代女性は，

2009年の27.8％から 2016年には47.2％に増えている．家

庭によっては．児童期から「将来男子は炭子を没い．女

子が家事を担う」という固定的な性役割を子供に意識さ

せており，女子の方が家事を手伝う機会が多いことが影

咽していると推察された． また，知っている野菜の働き

では．男女間で有意差はみられなかった． この結果から，

野菜の種頻についてはある程度知っているが．野菜を食

べることで体の健康状況にどのような影稗がもたらされる

かについては男女ともによく理解できていないことが推察

された．

3. お野菜体操の取り組み前後でみた児童の野菜に関す

る知識児童の食習慣さらには児童の野菜に対する

意識の変化

お野菜体操に取り組み後．男女ともに知っている野菜
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の種類及び働きの得点が蒻まった要因は，歌詞の中に野

菜の名前と働きが出てくる楽曲を繰り返し聴きながら体

操に取り組むことで，児童の記位の中に野菜の名前と働

きが刷り込まれたことによるものだと考えられる． それは．

教室における一般的な講義形式の授業ではなく．運動場

や体育館において児童はお野莱体操の楽曲を聴き（時に

は歌詞を口ずさみ）ながら，全身巡動を通して野菜の名前

や働き． さらには大切さについて学ぶことができる効果的

な実践であったからである（山田， 2015）． また．最初の

授業で行った野菜の直要性に関する指導をきっかけに教

室では先生や友だちとの間で， また家では保護者との間

で野菜の種類や働きについて話題になったことが要因とし

て考えられる．

朝食で野菜を食べる児童の割合は男女ともに増加し

た． これは，約 1ヶ月間のお野菜体操の取り組みを通し

て．児童は野菜への関心が高まり野菜の種類や働きに関

する知識が増え． それらが外発的に朝食での野菜の摂取

行動につながったと考えられる． また，児童の保護者がこ

れまで以上に積極的に朝食に野菜を用意されたこと． ま

た子供が野菜を口にしやすいように味付けや調理法を工

夫されたことも要因であると推察される．

他方で，朝食を摂る児童の割合及び野菜が好きという

児童の割合は十分に高まらなかった． これは．野菜への

関心の高まりがそのまま児童の食習恨の改善や「野菜が好

き」という意識にまではつながらず．児童を内発的に動機

づけ児童の食嗜好を変えることは容易ではないことが1UJえ

た．

V. まとめ

本研究では．中学年児童を対象に野菜の名前や働きに

関する歌詞の楽曲に合わせて，一定期間，お野菜体操に

取り組むことで彼らの食習恨や野菜に関する知識や滋識

に望ましい変化がみられるかを検討した．

お野菜体操の取り組みを通して，野菜の名前や働きに

関する児童の知識祉． また朝食で野菜を食べる割合は男

女ともに有意に増加した． これは．多くの児童がお野菜

体操に楽しく取り組むことができた証左であり， また家庭

においても朝食で野菜を祁備するという保護者の協力が

得られた成果であると考えられる． しかし．児童の野菜

が好きという意識は増加しなかった． これは，お野菜体

操を行うことで野菜への関心が邸まり，野菜を食べられ

るように外発的に動機づけることができたが， それが児童

の「野菜が好き」という内発的な紅識につなげることはで

きなかったことを示唆している． それは．お野菜体操に取

り糾んだ期間及び回数が足りなかったという見方もできる

が．先述したように児窟の野菜嫌いは．野菜がもつ苦味
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やにおい，独特の食感等が影得しており．人の嗜好はそ

う簡単には変えられないと考えられる．

今回の実践は，学校での食育の取り組みが， 日常生活

における児童の食意識．食習恨に望ましい変化を及ぼす

ことができるかということが董要なポイントであった． お

野菜体操に取り組むことで自然と野菜への親しみが沸き，

楽しみながら野菜についての理解と関心を深め“野菜に対

するイメージの向上＂を図ることができたと考えられる． ま

た．家に1祉った児童は保護者にお野菜体操の話をして，

それをきっかけに保護者と一緒に野菜や栄養に関する話

をする中で．児童だけではなく保護者の食意識も高まっ

たと考えられる．

本研究では．一部の児童に不利益が生じる可能性が

あったため統制群を設定できず，お野菜体操の効果を正

確に検証することができなかった． この点は今後の検討課

題である．

〈注〉

l) 対象とした小学校は． これまでに筆者が体育授業の

実践研究を実施してもらったり． El頃から学校施設

及び体育的行事の安全バトロール等の協力を行って

おり．学校長や教師との協カ・連携体制がとれてい

る学校であったそのため．研究協力に関する保護

者からの同意も比較的得やすかった．

2) 小学校の運動会における中学年の表現種目では．運

動会l}l1梢日の通常1,2か月前から振り付けの指導を

行うことを考えると． 1週間程度 (3回Hの授業）で振

りを覚えて楽しめるようになることは短いと言える．

謝辞

本研究を遂行するにあたり．練馬区立光和小学校 植

村茂樹 校長をはじめ当時3年生4クラスの担任教諭．児
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